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２
０
１
６
年
３
月
25
日　
　

日
本
共
産
党
京
都
府
委
員
会

〜
問
題
山
積
の
ま
ま
「
結
論
と
ル
ー
ト
先
に
あ
り
き
」
の
決
定
は
許
さ
れ
な
い
〜

関
係
自
治
体
、議
会
で
問
題
点
の
調
査・検
証
を
行
い
、

地
域
住
民
に
す
べ
て
の
情
報
を
公
開
し
、徹
底
し
た
議
論
を

北陸新幹線
「延伸」計画 

ハッ
キ
リ
さ
せ
る
べ
き「
５
つ
の
大
問
題
」

　

い
ま
、
北
陸
新
幹
線
の
京
都
を
経
由
す
る

「
延
伸
」
計
画
が
急
浮
上
し
て
い
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
は
、
東
京
を
起
点
に
長
野
、
富

山
、
金
沢
、
福
井
な
ど
を
経
由
し
て
大
阪
へ
向

か
う
総
延
長
約
７
０
０
キ
ロ
の
路
線
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
、
高
崎
〜
長
野
間
が
１
９
９
７
年
10

月
、
長
野
〜
金
沢
間
が
２
０
１
５
年
３
月
か
ら

営
業
運
転
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
金
沢

〜
福
井
県
・
敦
賀
ま
で
は
ル
ー
ト
が
決
ま
っ
て

お
り
、
敦
賀
ま
で
は
当
初
計
画
よ
り
前
倒
し
て

２
０
２
３
年
に
開
業
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

も
と
も
と
、
そ
の
先
の
「
敦
賀
〜
大
阪
間
」

の
ル
ー
ト
は
１
９
７
３
年
、
国
の
整
備
計
画
に

「
小
浜
ル
ー
ト
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
の
、

こ
れ
ま
で
小
浜
を
通
過
し
な
い
「
米
原
ル
ー

ト
」、「
湖
西
ル
ー
ト
」
も
候
補
に
あ
が
り
、
こ

れ
ら
３
ル
ー
ト
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
こ
れ
ら
３
ル
ー
ト

に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
「
小
浜
・
京
都
ル
ー

ト
」
を
提
案
、
さ
ら
に
与
党
整
備
新
幹
線
建
設

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
検
討
委
員
会
（
以

下
、
与
党
Ｐ
Ｔ
と
略
す
る
）
が
主
張
す
る
小
浜

か
ら
舞
鶴
、
京
都
、
関
西
空
港
ま
で
延
伸
す
る

「
舞
鶴
・
京
都
・
関
空
ル
ー
ト
」
が
急
浮
上

し
、
現
在
、
与
党
Ｐ
Ｔ
が
「
米
原
」「
小
浜
―

京
都
」「
小
浜
―
舞
鶴
―
京
都
」
の
３
案
を
調

査
対
象
と
し
て
絞
り
込
み
、
国
が
今
年
度
中
に

ル
ー
ト
、
計
画
を
決
定
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
（
注
）。

　

し
か
し
、
北
陸
新
幹
線
の
京
都
経
由
の
新
た

な
２
ル
ー
ト
の
「
延
伸
」
計
画
に
つ
い
て
、

「
結
論
と
ル
ー
ト
先
に
あ
り
き
」
で
計
画
が
決

定
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

山
積
す
る
重
大
な
問
題
点
に
つ
い
て
、
京
都

府
や
京
都
市
、
府
北
部
を
は
じ
め
府
内
の
自
治

体
と
地
方
議
会
で
の
十
二
分
の
調
査
・
検
証
を

　

北
陸
新
幹
線
「
延
伸
」
問
題
に
は
、
次
の

「
５
つ
の
大
問
題
」
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
ひ
と

つ
が
京
都
府
全
体
、
ま
た
、
府
北
・
中
部
地

域
、
地
域
で
生
活
す
る
住
民
に
た
い
へ
ん
深
刻

な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、２
月
の
京
都
府
議
会
で
、こ
の
問

　

新
幹
線
建
設
に
当
た
っ
て
は
、「
Ｊ
Ｒ
（
新

幹
線
）
と
並
行
在
来
線
の
経
営
分
離
」（
１
９

９
０
年
以
降
、
そ
の
都
度
合
意
さ
れ
て
き
た

「
政
府
与
党
合
意
」）
が
大
原
則
に
な
っ
て
お

り
、
新
幹
線
の
先
行
開
業
地
で
は
、
Ｊ
Ｒ
か
ら

の
経
営
分
離
に
よ
る
在
来
線
の
縮
小
・
廃
止
、

運
賃
値
上
げ
、
運
賃
値
上
げ
に
よ
る
乗
客
離

れ
、
経
営
困
難
が
大
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
、
先
行
し
て
新
幹
線
を
開
業
し
た
地

域
の
運
賃
値
上
げ
幅
は
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河

鉄
道
が
58
％
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
が
50
％
、

青
い
森
鉄
道
が
37
％
。
し
な
の
鉄
道
は
開
業
時

は
Ｊ
Ｒ
水
準
を
維
持
し
た
も
の
の
、
経
営
悪
化

に
よ
り
そ
の
後
運
賃
や
定
期
を
45
〜
61
％
値
上

げ
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
春
に
金
沢
ま
で
延
伸
さ
れ
た
北

陸
新
幹
線
で
は
、Ｊ
Ｒ
か
ら
の
経
営
分
離
で「
第

３
セ
ク
タ
ー
」
化
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄

道
」
が
開
業
５
年
目
ま
で
（
激
変
緩
和
の
期

間
）
は
運
賃
と
通
勤
定
期
が
14
％
増
（
通
学
定

期
は
据
え
置
き
）、「
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
」

も
同
５
年
間
は
３
〜
12
％
増
で
す
が
、
６
年
目

以
降
は
さ
ら
に
値
上
げ
の
見
通
し
で
、
運
賃
値

上
げ
が
利
用
者
離
れ
に
直
結
し
、
悪
循
環
が
続

く
の
で
は
と
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
金
沢
ま
で
の
延
伸
に
と
も
な
い
、
北

陸
〜
関
西
間
を
結
ぶ
「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」、

北
陸
〜
上
越
間
を
結
ぶ
「
は
く
た
か
」、
北
陸

〜
中
京
圏
を
結
ぶ
「
し
ら
さ
ぎ
」
に
つ
い
て

は
、
か
な
り
の
乗
客
数
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
金
沢
駅
以
東
が
「
第
３
セ
ク
タ
ー
」
と
な

る
こ
と
で
こ
れ
ら
特
急
列
車
は
「
金
沢
駅
止
ま

り
」
と
な
り
「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」
と
「
し
ら

さ
ぎ
」
は
一
部
（
金
沢
〜
富
山
間
）、「
は
く
た

題
の
本
格
的
な
論
議
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら「
重
要
問
題
」に
関
し
て
は
何
ら
決
ま
っ
て

い
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

重
大
な
諸
問
題
へ
の
明
確
な
回
答
な
し
に
拙

速
に
計
画
決
定
す
る
な
ど
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。

か
」
は
全
て
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
で
新
潟
（
直
江
津
や
越
後
湯
沢
）
〜
金
沢
や

富
山
間
、
関
西
や
中
京
圏
〜
富
山
間
の
利
用
者

が
不
便
を
強
い
ら
れ
、
特
に
新
大
阪
ま
で
「
サ

ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」
１
本
だ
っ
た
富
山
に
と
っ
て

は
、
必
ず
金
沢
で
の
乗
換
え
が
発
生
す
る
こ
と

で
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
悪
く
な
る
事
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

整
備
新
幹
線
は
、
莫
大
な
建
設
コ
ス
ト
を
か

け
て
整
備
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
停
車
駅
が
ご

く
限
定
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
並
行
在
来
線
が
縮

小
・
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
場

合
、
沿
線
地
域
の
期
待
す
る
よ
う
な
「
活
性

化
」
に
は
結
び
つ
か
な
い
の
が
現
実
で
す
。
ま

た
、
交
通
が
便
利
に
な
る
こ
と
で
「
ス
ト
ロ
ー

効
果
」（
吸
い
上
げ
効
果
）
が
起
こ
り
、
支
店

や
営
業
所
が
よ
り
大
き
い
都
市
に
統
合
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
観
光
客
も
宿
泊
か
ら
日

帰
り
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
で
、
住
民
は
他
都
市

に
行
き
や
す
く
な
っ
て
便
利
に
な
る
側
面
が
あ

る
も
の
の
、
地
域
経
済
に
は
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス

が
大
き
い
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

実
際
、
先
行
開
業
地
域
の
「
新
幹
線
建
設
と

地
域
経
済
」
に
つ
い
て
分
析
し
た
専
門
家
か
ら

は
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
「
山
口
県
に
お
い
て
は
山
陽
新
幹
線
の
開
業

あ
る
い
は
新
幹
線
駅
の
設
置
に
よ
っ
て
、
駅

設
置
都
市
の
人
口
が
増
加
し
、（
中
略
）、
さ

ら
に
は
入
込
み
観
光
客
が
増
大
す
る
と
い
う

の
は
『
夢
物
語
』
で
あ
っ
た
し
、『
新
幹
線

神
話
』
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
」（
澤
喜
司

郎
「
新
幹
線
と
地
域
経
済
」。
１
９
９
６
年

「
山
口
経
済
学
雑
誌
」
第
44
巻
）

■
「（
新
潟
県
に
お
い
て
は
、）
観
光
面
を
の
ぞ

い
て
近
隣
県
と
の
相
対
的
位
置
、
及
び
対
首

都
圏
と
の
格
差
に
つ
い
て
高
速
交
通
体
系
の

積
極
的
な
効
果
を
見
て
と
る
こ
と
は
で
き
な

い
」（
水
澤
弘
光
「
新
潟
県
に
お
け
る
高
速

交
通
体
系
整
備
と
地
域
社
会
―
高
速
交
通
が

地
域
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
何
か
―
」）

■
「
国
土
計
画
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
い
ず
れ

も
（
新
幹
線
と
高
速
道
路
の
こ
と
）
東
京
集

中
を
促
進
し
、（
中
略
）、
こ
の
意
味
で
国
土

計
画
が
単
純
に
交
通
投
資
に
分
散
効
果
を
期

待
し
た
の
は
誤
り
で
あ
っ
た
」（
角
本
良
平

「
新
幹
線 

軌
跡
と
展
望 

政
策
・
経
済
性
か

ら
の
検
証
」。
１
９
９
５
年
、
交
通
新
聞
社
）

■
「
多
極
分
散
よ
り
む
し
ろ
東
京
一
極
集
中
を

加
速
す
る
傾
向
が
強
く
、
地
域
振
興
に
乏
し

い
」（
香
川
正
俊
「
整
備
新
幹
線
建
設
の
諸

問
題
―
九
州
新
幹
線
・
鹿
児
島
ル
ー
ト
を
中

心
に
―
―
」。「
交
通
学
研
究
／
１
９
９
５
年

先
行
さ
せ
、
地
域
住
民
に
対
し
す
べ
て
の
情
報

を
公
開
し
た
上
で
、
徹
底
し
た
議
論
を
保
障
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

　

沿
線
自
治
体
や
沿
線
住
民
に
新
た
に
過
大
な

負
担
を
押
し
つ
け
た
上
で
Ｊ
Ｒ
の
利
益
だ
け
は

最
優
先
で
守
る
と
い
う
政
府
の
運
輸
政
策

（「
政
府
与
党
合
意
」）
の
も
と
で
は
、
こ
う
し

た
事
態
が
起
こ
る
こ
と
は
容
易
に
想
定
で
き
る

こ
と
で
す
。
山
田
京
都
府
知
事
で
さ
え
、
２
月

26
日
の
府
議
会
で
、「
並
行
在
来
線
」
の
在
り

方
に
つ
い
て
、「
採
算
の
悪
い
と
こ
ろ
を
一
方

的
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
話
だ
」
と
否
定
的
見
解

を
述
べ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
亀

岡
市
長
は
「
小
浜
―
舞
鶴
―
京
都
ル
ー
ト
」
で

は
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
が
並
行
在
来
線
と
な
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、「
地
元
負
担
が
生
じ
た
り
、

要
望
し
て
い
る
園
部
―
綾
部
間
の
複
線
化
が
遅

れ
た
り
す
る
よ
う
な
ら
、
そ
の
ル
ー
ト
は
賛
成

で
き
な
い
」（
３
月
12
日
付
「
京
都
」）
と
明
言

し
て
い
ま
す
。
山
陰
線
、
舞
鶴
線
、
福
知
山
線

を
か
か
え
る
京
都
府
域
で
地
域
住
民
の
「
足
」

と
利
便
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
明
確

に
す
べ
き
で
す
。

第１の問題

新
幹
線
ル
ー
ト
と
併
設
す
る

「
並
行
在
来
線
」
は
ど
う
な
る
の
か

第２の問題
地
域
は「
衰
退
」し
な
い
の
か
。む
し
ろ
、山
陰
線
の
全
線
複
線
電
化
の

早
期
実
現
な
ど
、地
域
交
通
網
の
充
実
こ
そ
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
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こ
の
よ
う
に
、
地
域
（
経
済
）
の
振
興
や
大

都
市
部
か
ら
の
人
口
分
散
効
果
に
つ
い
て
期
待

し
た
ほ
ど
の
効
果
は
な
く
、
む
し
ろ
東
京
や
大

阪
圏
を
は
じ
め
大
都
市
部
へ
の
一
極
集
中
を
加

速
さ
せ
る
側
面
が
強
い
こ
と
が
先
行
開
業
地
域

の
実
情
で
す
。

　

推
進
派
か
ら
は
、〝
地
方
創
生
〞
の
名
の
も

と
、「
東
京
一
極
集
中
」
に
対
抗
す
る
「
関
西

メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
（
大
都
市
圏
域
）」
構
想
の

必
要
性
が
し
き
り
に
強
調
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

は
地
方
の
疲
弊
と
東
京
一
極
集
中
を
つ
く
り
出

し
た
自
民
党
政
治
へ
の
総
括
も
反
省
も
な
い
ま

ま
、
ふ
た
た
び
財
界
・
大
企
業
の
「
成
長
戦

略
」
の
た
め
の
地
方
の
構
造
改
革
を
進
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
か
り
に
、「
敦
賀
―
新
大

阪
」
間
に
「
舞
鶴
」
駅
や
「
け
い
は
ん
な
学
研

駅
」
を
設
置
す
る
と
す
れ
ば
、
駅
設
置
地
域
と

そ
の
「
周
辺
」
地
域
に
は
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ

す
の
か
、
ま
た
、「
大
阪
圏
」
へ
の
人
口
と
産

　

安
倍
政
権
は
、
２
０
１
４
年
４
月
、
消
費
税

を
17
年
ぶ
り
に
８
％
に
引
き
上
げ
て
以
降
、
国

民
に
８
兆
円
規
模
の
新
た
な
負
担
を
求
め
る
一

方
、
新
規
の
大
型
開
発
を
公
然
と
復
活
さ
せ
て

き
ま
し
た
。
消
費
税
増
税
に
先
立
っ
て
「
国
土

強
靱
（
き
ょ
う
じ
ん
）
化
法
」
を
成
立
さ
せ
、

新
規
大
型
開
発
事
業
を
「
成
長
戦
略
」
の
大
き

な
柱
に
位
置
づ
け
、「
産
業
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」

な
ど
を
大
々
的
に
す
す
め
て
き
た
の
で
す
。

　

い
っ
た
ん
立
ち
切
れ
に
な
っ
て
い
た
「
小
浜

―
大
阪
間
」
の
北
陸
新
幹
線
「
延
伸
」
問
題
が

再
浮
上
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
流
れ
の
一
部
で

す
。
小
浜
市
と
大
阪
を
直
線
で
つ
な
ぐ
「
小
浜

ル
ー
ト
」（
９
５
０
０
億
円
）
に
比
べ
、「
舞
鶴

・
関
空
ル
ー
ト
」「
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
」
と

も
迂
回
距
離
が
大
き
く
、
建
設
費
は
約
１
兆
２

０
０
０
億
円
規
模
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
、
政
権
復
帰
前
の
自
民
党
は
、

「
10
年
間
で
２
０
０
兆
円
の
公
共
投
資
を
実

行
」
す
る
と
公
約
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
利
益

誘
導
政
治
を
は
び
こ
ら
せ
、
国
の
財
政
を
ま
す

ま
す
危
機
的
に
す
る
も
の
で
す
。
新
規
の
大
型

開
発
は
抑
制
し
、
老
朽
化
対
策
、
維
持
更
新
事

業
へ
予
算
の
使
い
方
を
改
め
、
こ
れ
以
上
借
金

を
増
や
す
大
型
開
発
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

　

日
本
共
産
党
京
都
府
委
員
会
は
、
一
昨
年
６

月
、「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
計
画
の
撤
回
を

求
め
る
見
解
」
を
発
表
し
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
建

設
が
総
額
９
兆
円
に
も
お
よ
ぶ
壮
大
な
開
発
計

画
で
あ
り
、
総
延
長
の
８
割
が
地
下
を
掘
り
進

め
る
〝
環
境
破
壊
の
典
型
〞
で
あ
る
と
厳
し
く

指
摘
し
て
き
ま
し
た
が
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
建
設

を
含
め
た
こ
の
間
の
一
連
の
動
き
は
、
１
９
７

０
年
代
の
「
日
本
列
島
改
造
計
画
」
を
ふ
た
た

び
想
起
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

「
い
つ
か
来
た
道
」「
い
っ
た
ん
始
め
た
ら

止
ま
ら
な
い
」
―
―
３
月
５
日
、
綾
部
市
で
開

催
さ
れ
た
「
北
陸
新
幹
線
京
都
府
北
部
ル
ー
ト

誘
致
促
進
同
盟
会
総
決
起
大
会
」
に
お
い
て
、

政
権
与
党
・
公
明
党
の
衆
議
院
議
員
は
、「
列

島
改
造
」
の
時
代
に
福
井
県
知
事
が
田
中
角
栄

宅
に
「
夜
討
ち
朝
駆
け
で
出
向
き
、『
小
浜
』

を
書
き
込
ま
せ
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引

い
て
、「
結
局
、
ル
ー
ト
を
決
め
る
の
は
政
治

力
」
と
強
調
し
ま
し
た
が
、
建
設
費
１
兆
円
を

超
え
る
大
型
開
発
工
事
の
計
画
を
、
厳
密
な
調

査
も
具
体
的
検
証
も
せ
ず
、
ま
ず
は
「
政
治

力
」
で
安
易
に
決
め
る
な
ど
と
ん
で
も
な
い
こ

と
で
す
。

　

こ
の
点
で
、
京
都
市
や
京
都
府
は
、
つ
い
最

近
ま
で
「
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
京
都
駅
誘
致
」
と

の
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
上
げ
、
住
民
の
「
期
待

感
」
を
あ
お
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
口
丹
波

地
域
（
亀
岡
市
、
南
丹
市
、
京
丹
波
町
）
で

は
、
今
年
２
月
、「
口
丹
波
ル
ー
ト
」、
亀
岡
市

へ
の
「
新
京
都
駅
」
設
置
な
ど
を
求
め
る
総
決

起
大
会
が
開
か
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
ら
約
１

　

直
近
の
北
陸
新
幹
線
「
長
野
〜
金
沢
」
間
の

総
工
事
費
は
、
約
１
兆
７
８
０
０
億
円
と
い
わ

れ
、
お
よ
そ
３
分
の
２
を
国
が
、
３
分
の
１
を

地
方
自
治
体
が
負
担
し
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、

国
か
ら
の
一
定
程
度
の
地
方
交
付
税
の
配
分
な

ど
が
あ
る
）。
現
在
、「
延
伸
」
部
分
の
京
都
府

や
沿
線
自
治
体
の
地
元
負
担
が
ど
う
な
る
か
は

定
ま
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
地
方
交
付
税
の
削

減
な
ど
に
よ
っ
て
た
だ
で
さ
え
ひ
っ
迫
す
る
地

方
自
治
体
が
巨
額
の
財
政
負
担
に
耐
え
う
る
の

か
、
ま
た
、
結
果
と
し
て
住
民
生
活
へ
の
し
わ

寄
せ
が
ど
う
な
る
の
か
、
た
い
へ
ん
大
き
な
問

題
で
す
。
ど
こ
の
自
治
体
で
も
「
財
政
危
機
」

「
行
財
政
改
革
」
が
ギ
リ
ギ
リ
と
進
め
ら
れ
、

大
幅
な
人
員
削
減
や
「
福
祉
を
含
む
経
費
に
つ

い
て
改
革
を
徹
底
し
財
源
を
確
保
す
る
」（
京

都
市
）
と
さ
れ
て
い
る
時
だ
け
に
、
財
政
負
担

の
検
討
抜
き
に
、
ま
ず
「
新
幹
線
建
設
あ
り

き
」
と
い
う
の
で
は
ま
っ
た
く
筋
が
通
ら
な
い

　

京
都
府
域
を
通
過
す
る
場
合
、「
舞
鶴
・
関

空
ル
ー
ト
」「
小
浜
ル
ー
ト
」
に
つ
い
て
は
、

今
年
２
月
に
国
の
審
議
会
で
指
定
が
決
ま
っ
た

ば
か
り
の
「
京
都
丹
波
高
原
国
定
公
園
」
を
通

過
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

京
都
丹
波
高
原
国
定
公
園
は
、
京
都
・
南
丹

・
綾
部
３
市
と
京
丹
波
町
に
ま
た
が
る
約
６
万

９
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
地
域
で
す
。
由
良

川
源
流
に
は
ブ
ナ
や
芦
生
杉
な
ど
の
「
芦
生
原

生
林
」
が
残
り
、
イ
ヌ
ワ
シ
や
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ

話
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、「
延
伸
」
に
よ
っ
て
、
京
都
市
内
を

は
じ
め
住
宅
密
集
地
を
通
す
場
合
、
強
制
的
な

立
ち
退
き
や
、
立
ち
退
き
に
よ
る
生
活
の
激

変
、
沿
線
地
域
の
騒
音
被
害
な
ど
は
ど
う
な
る

の
か
も
、
重
大
な
問
題
で
す
。「
公
共
の
福

祉
」
の
「
美
名
」
の
も
と
に
住
民
へ
の
過
度
な

し
わ
寄
せ
と
住
環
境
の
悪
化
、
基
本
的
人
権
へ

の
侵
害
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

か
り
に
、「
大
深
度
地
下
法
」
に
よ
り
大
深

度
地
下
を
通
す
な
ら
ば
、
直
接
的
な
住
民
の
立

ち
退
き
な
ど
は
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
換
気
、
災
害
時
の
安
全
性
の

確
保
な
ど
技
術
的
な
問
題
、
膨
大
な
建
設
コ
ス

ト
の
問
題
、
水
脈
な
ど
へ
の
影
響
や
土
砂
な
ど

の
環
境
問
題
な
ど
、
新
た
な
重
大
問
題
が
発
生

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
点
も
明
確
に
す

べ
き
で
す
。

カ
な
ど
の
天
然
記
念
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
地
域
に
は
「
か
や
ぶ
き
屋
根
」
の

集
落
が
点
在
し
、
自
然
林
と
一
体
的
な
景
観
を

形
成
す
る
貴
重
な
地
域
を
か
た
ち
作
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
豊
か
な
緑
と
自
然
環
境
、
景
観
を

破
壊
す
る
こ
と
は
、と
う
て
い
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

〈
注
〉
急
浮
上
し
た
「
小
浜
ー
舞
鶴
ー
京
都

ル
ー
ト
」「
小
浜
ー
京
都
ル
ー
ト
」

　

も
と
も
と
存
在
し
て
い
た
新
幹
線
建
設
の

「
敦
賀
―
（
小
浜
）
―
大
阪
間
」
の
構
想

は
、「
３
ル
ー
ト
」
で
し
た
。
そ
れ
は
、
①

ま
ず
、「
小
浜
ル
ー
ト
」。
小
浜
か
ら
京
都
府

・
亀
岡
市
（
西
京
都
駅
）
を
通
っ
て
大
阪
へ

向
か
う
ル
ー
ト
で
、
関
西
広
域
連
合
の
試
算

に
よ
る
と
延
長
１
２
３
㎞
、
建
設
費
９
５
０

０
億
円
、
②
「
米
原
ル
ー
ト
」。
こ
れ
は
、

も
と
も
と
関
西
広
域
連
合
が
要
求
し
て
き
た

ル
ー
ト
で
、
敦
賀
か
ら
南
下
し
、
米
原
で
東

海
道
新
幹
線
と
合
流
す
る
案
、
44
㎞
、
５
１

０
０
億
円
、
③
「
湖
西
ル
ー
ト
」。
敦
賀
か

ら
琵
琶
湖
の
西
岸
を
通
り
、
京
都
で
東
海
道

新
幹
線
と
接
続
す
る
ル
ー
ト
で
、
81
㎞
７
７

０
０
億
円 

で
す
。

　

こ
の
間
、
与
党
Ｐ
Ｔ
は
、
こ
の
中
の
②

「
米
原
ル
ー
ト
」
に
加
え
、
２
ル
ー
ト
（
④

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
「
福
井
県
小
浜
市
と
京
都
駅

を
経
由
す
る
ル
ー
ト
」「
京
都
経
由
で
一
気

に
大
阪
ま
で
開
業
す
る
の
が
わ
れ
わ
れ
の
望

み
だ
」（
真
鍋
精
志
社
長
）
と
し
て
提
唱
す

る
「
小
浜
―
京
都
ル
ー
ト
」、
⑤
与
党
Ｐ
Ｔ

の
西
田
昌
司
委
員
長
が
提
案
し
た
、
敦
賀
か

ら
小
浜
、
舞
鶴
、
京
都
駅
を
経
由
し
、
け
い

は
ん
な
学
研
都
市
、
大
阪
・
天
王
寺
を
経
て

関
西
空
港
に
至
る
と
い
う
「
小
浜
―
舞
鶴
―

京
都
（
さ
ら
に
将
来
的
に
は
、
―
け
い
は
ん

な
学
研
都
市
―
関
空
）
ル
ー
ト
」）
を
追

加
。
こ
れ
ら
３
案
に
つ
い
て
、「
調
査
対

象
」
と
し
て
絞
り
込
み
ま
し
た
。

　

京
都
府
の
山
田
知
事
も
、「
小
浜
市
か
ら

日
本
海
側
拠
点
港
が
あ
る
舞
鶴
市
を
経
由
し

て
京
都
駅
に
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
を
最
優
先
候
補

と
し
て
推
す
」
と
し
て
お
り
、
来
年
度
政
府

予
算
案
で
は
「
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
の
調
査

費
」
と
し
て
８
億
４
５
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯

に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
し
た
検
証
や
総
括
は
な

さ
れ
て
い
る
の
か
、
関
係
す
る
住
民
へ
の
真
摯

な
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
誘
致
運
動
に
つ

い
て
は
、
推
進
派
と
し
て
の
「
中
間
総
括
」
も

な
い
ま
ま
、
財
政
や
、
環
境
、
住
民
へ
の
影
響

な
ど
を
ま
っ
た
く
考
慮
せ
ず
に
、
さ
ら
に
そ
の

上
に
（
あ
る
い
は
京
都
盆
地
の
大
深
度
地
下

に
）、
安
直
に
北
陸
新
幹
線
の
ル
ー
ト
を
重
ね

合
わ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
き
わ
め
て

無
責
任
な
姿
勢
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

業
の
「
ス
ト
ロ
ー
効
果
」
が
起
こ
る
危
険
性
は

ど
う
な
の
か
、
十
分
な
検
証
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
い
ま
急
が
れ
る
べ
き
は
、
府
北
中
部

地
域
と
京
都
市
内
を
「
南
北
に
結
ぶ
基
幹
交

通
」
で
あ
る
山
陰
線
や
舞
鶴
線
、
福
知
山
線
、

京
都
丹
後
鉄
道
な
ど
の
利
便
性
向
上
で
あ
り
、

こ
れ
と
結
ん
だ
地
域
交
通
網
の
充
実
で
す
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
」「
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー

（
代
替
機
能
）
機
能
」
の
構
築
と
い
う
観
点
で

見
て
も
、
い
ま
現
に
存
在
す
る
在
来
線
の
機
能

を
土
台
に
し
て
、
こ
れ
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ

る
こ
と
の
方
が
よ
ほ
ど
現
実
的
で
あ
り
、
か
つ

財
政
的
な
選
択
で
す
。

　

こ
の
点
で
、
福
知
山
市
長
が
記
者
会
見
で
、

京
阪
神
の
通
勤
通
学
に
つ
な
が
る
Ｊ
Ｒ
福
知
山

線
や
山
陰
線
の
複
線
化
未
実
施
に
触
れ
、「
複

線
化
を
し
て
か
ら
新
幹
線
を
誘
致
す
る
の
が
普

通
」
と
、
在
来
線
の
充
実
こ
そ
が
急
が
れ
る
べ

き
と
の
見
識
を
述
べ
ら
れ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ

ま
す
。

第３の問題

１
兆
２
０
０
０
億
円
も
の
新
規
の
大
型
開
発
を

安
易
に
決
定
し
て
い
い
の
か

第４の問題

地
元
自
治
体
の
財
政
負
担
、

「
立
ち
退
き
」な
ど
住
民
負
担
は
ど
う
か

第５の問題
「
京
都
丹
波
高
原
国
定
公
園
」の

環
境
破
壊
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
か


